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６ . 生涯学習に関する市民意識の現状「 令和元年度生涯学習に関する 市民意識調査結果より 」

（ １ ） 調査の概要

（ ア） 調査の目的

　 現行の「 北九州市生涯学習推進計画」（ 平成 28 年度～令和 2 年度） の後継と なる 新

たな生涯学習推進計画を策定する に当たり 、 一般市民をはじ め市民センタ ー等利用者や

関係者など幅広く 意見を聴取し 、 新たな計画に反映するため。

（ イ ） 調査対象・ 回収結果

（ ウ） 調査方法

　 ①郵送調査

　 ②、 ③市民セン タ ー及び生涯学習セン タ ーでの直接配布

（ エ） 調査内容

　 ①、 ②「 生涯学習について」 ／「 学習活動について」 ／「 地域活動について」 ／「 地域

と の関わり について」 ／「 生涯学習の推進について」 ／「 家庭教育について」

　 ③「 市民センタ ーで取り 組んでいる 生涯学習について」 ／「 生涯学習の推進について」

（ オ） 調査時期　 令和元年 7 月 8 日～ 7 月 31 日

（ カ ） 調査実施機関　

　 調査・ 企画： 北九州市市民文化スポーツ局生涯学習課

　 集計・ 分析： 株式会社東京商工リ サーチ

（ キ） 調査結果の読み方及び注意事項

　 ◯図表中の構成比率は、 小数点第 2 位以下を四捨五入し ている 関係で、

　 　 必ずし も 100％と はなら ないこ と がある 。

　 ◯複数回答の設問は回答が 2 つ以上あり う るため、 合計 100％を超える こ と も ある 。

◯図表中の「 N」 と は回答件数の総数のこ と で、 100％が何件の回答に相当する かを 示

す比率算出の基数である 。
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（ ２ ） 生涯学習に関する情報

　 ◯「 生涯学習」 と いう 言葉の認知度の割合は約 9 割以上

　 生涯学習の認知度は、 全体で は「 言葉も 意味も 知っ ている 」 が 66.0％と 最も 多く 、

次いで「 言葉は知っ ている が、 意味は知ら ない」 が 29.1％、「 知ら ない」 が 4.7％と な

っ ています。

　 一般市民と 市民セン タ ー利用者及び生涯学習センタ ー利用者（ 以下、センタ ー利用者）

を 比較する と 、「 言葉も 意味も 知っ ている 」 の割合は、 センタ ー利用者（ 75.3％） が一

般市民（ 49.1％） を 26.2 ポイ ン ト 上回っ ています。（ 図表 1）

◯生涯学習に関する 情報を「 得ていない人」 の割合は約 4 割

　 生涯学習に関する情報は、 全体では「 十分得ている 」 と 「 ある 程度得ている」 を合わ

せた『 得ている 』 は 52.6％、「 あまり 得ていない」 と 「 全く 得ていない」 を合わせた『 得

ていない』 は 43.5％と なっ ています。 　

　 一般市民と セン タ ー利用者を比較すると 、 一般市民は「 あまり 得ていない」（ 41.3％）

が最も 多く 、 一方、 セン タ ー利用者は「 ある 程度得ている 」（ 57.3％） が最も 多く なっ

て います。 また、『 得ている 』 は、 一般市民（ 26.4％） で、 セ ン タ ー利用者（ 67.1％）

と なり 、 差は 40.7 ポイ ント と 大き な差がみら れます。（ 図表 2）



-20-

-第２ 章　 北九州市の生涯学習を取り 巻く 現状と 課題 -

　 ◯学習活動を し たこ と で、「 自身のスキルアッ プ」「 仲間や友人ができ た」　

　 学習活動の内容は、「 健康・ スポーツ・ レ ク リ エ ーショ ン（ 体操、 球技、 水泳、 ハイ

キングなど）」 が 49.6％と 最も 多く 、 次いで「 趣味的なも の（ 音楽、 手芸、 園芸、 民謡、

囲碁など）」 が 46.2％、「 ボラ ン ティ ア活動のために必要な知識・ 技術」 が 23.8％と な

っ ています。

　 一般市民と セン タ ー利用者を 比較する と 、「 ボラ ン ティ ア活動のために必要な知識・

技術」 はセンタ ー利用者（ 27.1％） と 、一般市民（ 11.9% ） と 比べ 15.2 ポイ ント 高く 、「 職

業上必要な知識・ 技能（ 仕事に関係のある 知識の習得、 機械、 IT 関連など）」 は一般市

民（ 19.1％） と 、 セン タ ー利用者（ 5.3% ） と 比べ 13.8 ポイ ン ト 高いと いう 結果と なっ

ています。（ 図表 4、 図表 4-1）

（ ３ ） 学習活動への取り 組み

　 ◯「 学習活動をし た人」 の割合は約 7 割

　 学習活動の取り 組み状況と し て、 全体では「 学習活動を し た」 が 65.7％、「 学習活動

を し ていない」 が 32.8％と なっ ています。

　 一般市民と センタ ー利用者を 比較する と 、 一般市民では、「 学習活動をし た」 が 39.5

％と ４ 割を 下回っ たのに対し 、センタ ー利用者は 80.1％と 、倍以上の差と なっ ています。

（ 図表 3）
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　 また、 学習活動を 通じ て良かっ たこ と と し て、「 趣味・ 教養等を 深め、 健康づく り や

現在の仕事等に役立て る 知識を 取得し 、 自身のスキルアッ プ につながっ た」 が 53.1％

と 最も 多く 、 次いで「 学習活動を 通じ て、 仲間や友人ができ た」 が 45.4％と な っ てい

ます。（ 図表 5）

    ◯学習活動を行っ ていない最も 多い理由は「 時間がと れない」

　 学習活動を 行っ ていない理由は、「 仕事や家事等が忙し く て時間がと れない」 が 59.4

％と 最も 多く 、 次いで「 学習活動を 始める き っ かけがない」 が 35.0％、「 学習に関心は

あるが、自分が学びたいこ と がまだ決まっ ていない」が 28.6％と なっ ています。（ 図表 6）
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（ ４ ） 学習活動の場所と 方法

　 ◯学習活動を行う 場所・ 施設は「 市民センタ ー」「 生涯学習 ( 総合 ) センタ ー」「 自宅」 など

　 学習活動を行う 場所は、「 市民センタ ー」 が 69.3％と 多く 、 次いで「 生涯学習（ 総合）

センタ ー」 が 29.8％、「 自宅」 が 13.4％と なっ ています。（ 図表７ ）

◯学習活動の方法は「 公的機関が開設する 講座・ 教室」「 同じ 趣味のサーク ル・ 地域グル

ープ活動」 の割合が多い

　 学習活動の方法は、「 公的機関が開設する 講座・ 教室」 が 54.1％と 最も 多く 、次いで「 同

じ 趣味のサーク ル・ 地域グループ活動」 が 53.6％、「 PTA・ 子ども 会・ 婦人会などの講演、

研修」 が 23.1％と なっ ています。（ 図表 8）
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　 ◯満足し ていない理由は「 日程・ 時間帯が合わない」「 施設までの交通が不便」 など

　 学習活動に満足し ていな い理由は、 全体では「 日程・ 時間帯が合わない」 が 31.8％と

最も 多く 、 次いで「 知識・ 技能が得ら れない」 が 10.2％、「 指導者がよ く ない」「 施設ま

での交通が不便」 がと も に 8.0％と なっ ています。

　 一般市民は「 知識・ 技能が得ら れない」「 指導者がよく ない」「 日程・ 時間帯が合わない」（ 同

率 15.6％） が最も 多く なっ ています。 一方、 センタ ー利用者は「 日程・ 時間帯が合わない」

（ 41.1％） が最も 多く なっ ています。（ 図表 10）

（ ５ ） 学習活動に対する満足度

　 ◯学習活動に「 満足し ている 」 割合は約 9 割

　 学習活動に対する 満足度は、全体では「 満足」が 65.3％と 最も 多く 、次いで「 おおいに満足」

が 20.4％、「 やや不満」 が 5.9％と なっ ています。「 おおいに満足」 と「 満足」 を合わせた『 満

足』 は、 85.7％と なっ ています。（ 図表 9）
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◯学習成果を 社会貢献に活かすこ と に肯定的な意見の割合が約８ 割、「 すでに活かし てい

る 」 の割合が約 4 割

　 学習成果を活かし た地域活動や社会貢献への意欲は、全体では「 すでに活かし ている 」

が 38.1％と 最も 多く 、次いで「 機会があれば活かし たい」 が 34.4％、「 そのつも り はない、

その必要はない」 が 11.3％と なっ ています。

　 一般市民は「 機会があれば活かし たい」（ 39.2％） が最も 多く な っ て いま す。 一方、

セ ン タ ー利用者は「 すで に活かし ている 」（ 42.6％） が最も 多く な っ て いま す。（ 図表

12）

（ ６ ） 学習成果の活用

　 ◯「 地域のために役立ち たい」 に肯定的な意見の割合が約 7 割

　「 どち ら かと いえばそう 思う 」 が 40.8％と 最も 多く 、 次いで「 そう 思う 」 が 24.5％、

「 どち ら と も いえない」 が 21.8％と なっ ています。 一般市民、セン タ ー利用者と も に「 ど

ち ら かと いえばそう 思う 」 が最も 多く なっ ています。（ 図表 11）
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◯学習成果を 活かし ている ( 活かし たい ) 分野は「 自治会、 町内会活動」「 市民セ ン タ ー

における 学習活動」「 小・ 中学校等に関する支援活動」

　 こ れまでの学習成果を 活かし ている ( 活かし たい ) 分野は、「 自治会、 町内会に関す

る 活動」 が 32.8％と 最も 多く 、 次いで「 市民セン タ ーにおける 講座や学級などの指導」

が 29.7％、「 小・ 中学校等における 児童生徒の学習の支援に関する 活動」 が 22.9％と な

っ ています。（ 図表 13）

　 一般市民は「 体育・ スポーツに関する活動」（ 28.8％） が最も 多く なっ ています。 一方、

セン タ ー利用者は「 自治会、 町内会に関する活動」（ 35.6％） が最も 多く なっ ています。

（ 図表 13 － 1）
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◯学習成果を 社会貢献へ活かすために求めら れている こ と は、「 学んだ人と 地域の人を つ

なぐ マッ チング」

　 社会貢献へ活かすために求めら れるこ と は、「 学んだ人と 地域の人をつなぐ マッ チン

グ」 が 36.8％と 最も 多く 、 次いで「 地域活動し ている 団体側の受け入れ体制（ 新たな

人が入り やすい環境など）」 が 34.6％、「 社会貢献（ 地域の行事・ ボラ ン ティ ア活動等）

に関する情報提供」 が 32.7％と なっ ています。（ 図表 14）

　 一般市民では「 地域活動し ている団体側の受け入れ体制（ 新たな人が入り やすい環境

など）」（ 34.0％） が最も 多く なっ ています。 一方、 セン タ ー利用者では「 学んだ人と 地

域の人をつなぐ マッ チング」（ 39.9％） が最も 多く なっ ています。（ 図表 14 － 1）
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◯行政が趣味・ 文化的な講座を 主催するこ と については、「 行政と 民間と の間で整理すべき 」

「 今までど おり で良い」 の割合がと も にほぼ同程度 ( 約 3 割 )

　 行政が趣味・ 文化的な講座を主催するこ と について、 全体では「 行政と 民間と の間で

整理すべき 」 が 29.2％と 最も 多く 、 次いで「 今までどおり で良い」 が 27.0％、「 今まで

以上に行政が積極的に行う べき」 が 20.3％と なっ ています。

一般市民は、「 行政と 民間と の間で整理すべき 」（ 31.8％） が最も 多く なっ ています。 一

方、 セン タ ー利用者は「 今までどおり で良い」（ 32.0％） が最も 多く なっ ています。（ 図

表 16）

（ ７ ） 今後の生涯学習に求めら れるこ と

◯市民の学習機会を 充実する ため、 多く の機関が連携を 深め「 情報の一元化などアク セス

の利便性の向上」 が求めら れている

　 全体では「 情報の一元化（ 例えば、 １ つの HP で全ての情報（ 講座、 人材など） が見

る こ と ができ る 。） などアク セスの利便性の向上」 が 47.0％と 最も 多く 、 次いで「 行政

や大学、 NPO、 企業、 カ ルチャ ーセン タ ーなどが連携し 、 多様な学習需要に応えるため

の学習機会の提供」 が 25.9％、「 行政や大学、 NPO、 企業、 カ ルチャ ーセン タ ーなどが

連携し 、学習者同士の交流、合同の発表ができる 機会の提供」 が 10.8％と なっ ています。

（ 図表 15）
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